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キクの花びらは何枚？ 

西山豊 

 

キクの花びらは何枚だろうか？生物学にそれほど

興味のない人なら，たくさんと答えるかもしれない．

『植物の図鑑』（小学館）によると，キク科は 1495

種の中で 135 種といちばん多く，比率でいえば９％

を占めている．キク科の代表的な種は，春のタンポ

ポ，夏のヒマワリ，秋のコスモスである．これ以外

にも春咲きのヒナギク，ベニバナ，フキ，ヨモギ，

ノアザミ，夏咲きのガーベラ，マーガレット，ダリ

アなどキク科の花をいくらでもあげることができる．

キク科の花びらの枚数について，私たちは無意識的

に多弁としているが，花の構造や進化を植物学的に

みると，キク科は５弁であるという事実に驚かされ

る． 

『植物の図鑑』によれば，キク科の花は１つの花

のように見えるが，実は小さな花がいくつも集まっ

てできたものである．これを頭花（とうか）または

頭状花（とうじょうか）という．ひとつひとつの小

花には，がく，花弁，おしべ，めしべがある．頭花

は舌状花（ぜつじょうか）と管状花（かんじょうか）

で構成され，周辺部にあるのが舌状花であり，中央

部にあるのが管状花である．ヒマワリとコスモスは

舌状花と管状花の両方があるが，タンポポは舌状花

だけ，アザミは管状花だけである．コスモスの花び

らは８枚のように思えるが，8 枚は舌状花であり８

つの花である． 

舌状花と管状花について『植物の図鑑』にはヒメ

ジョオンの解説図がある．舌状花は癒合（ゆごう）

した 5弁花である，つまり 5枚の花弁がひっついて

1 枚になり，それが舌のような形をしているからこ

の名前がある．管状花は肉眼では確認しにくい小さ

な花であるが，先が５つに裂けている図が掲載され

ている．このような解説を読んだ私は，キク科の花

びらは多いという思い込みを捨てなければならなか

った．キク科の花びらは 5枚であるのだ． 

参考までに，界門綱目科属種の分類で言うと，コ

スモスの種は植物界，被子植物門，双子葉植物綱，

キキョウ目，キク科，コスモス属，コスモスという

ことになる．キク科の花は植物の中では一番進化し

た種である． 

このようにしてキク科の植物の管状花は先が５つ

に裂けているということだった．ヒマワリやコスモ

スをこういう考えで今まで見たことも聞いたことも

なかった．この事実を知ったのは夏が過ぎて秋にな

っていた．ヒマワリで確認できないのでコスモスで

確認してみようと思った．公園にはコスモスが秋を

盛りと咲き誇っていたが，私はコスモスの花を 1本

失敬して家に持ち帰った． 

机の引き出しから虫眼鏡を出して管状花を見たが

倍率が低いのでよくわからなかった．そこで，ずい

ぶん前に購入した顕微鏡が押入れにしまってあるの

を思い出した．顕微鏡は接眼レンズと対物レンズの

2 つで構成されるが，接眼レンズが使えるのではと

思った．10 倍と 15 倍の接眼レンズを持ってきて，

それを目にあてがい，コスモスの管状花を観察した． 

ぎっしりとコスモスの小花が集合していた．その

小花の先はひとつひとつが５つに裂けていた．これ

を確認したときの感動は今でも忘れられない．先が

尖って（とがって）いるのでキキョウの花のように

も見えた．キクもキキョウも同じキキョウ目に属し

ていることを考えると，なるほどと思う． 

2008 年は日本人 4名がノーベル賞を受賞すると

いう栄誉に恵まれた．専門領域にとらわれず，不思

議だと思ったことにはかならずメモをとり，その疑

問を大切にして研究を続けるなら，その努力がノー

ベル賞につながるかもしれない． 

    （にしやまゆたか／大阪経済大学） 


